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□ごあいさつ

　地球温暖化をはじめとする地球環境問題は、異常気象の頻発など深刻化の

一途を辿っております。また、化石燃料を初めとする地下資源も底が見えはじ

めてきました。

　わが社は持続可能な経済社会を次世代に継承するために、全社一丸となって

環境に配慮した企業活動を推進してまいります。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

制定日： 平成17年12月1日
改定日： 令和3年4月1日

代表取締役 柄谷　良基

事業所およびその周辺の環境美化を推進いたします。

環境に配慮した収集運搬及び処分に取組みます。

環境経営の継続的改善を誓約します。

この環境方針は全従業員に周知します。

廃棄物の排出・削減に努めます。

水使用量の削減に取組みます。

環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

二酸化炭素排出量の削減に取組みます。(電力、ガソリン、軽油）

受託産業廃棄物のリサイクル率向上を図って資源の活用に努めます。

受入金属スクラップのリサイクル率 100％を維持します。

株 式 会 社 柄 谷 商 店

環　境　経　営　方　針
　わが社は地球環境保全が人類共通の最重要課題の一つであることを認識し、
事業活動において、環境に配慮した循環型社会の構築に貢献いたします。
　わが社は、本業である産業廃棄物処理業を通じて、地球温暖化への対処や地
域環境の保全と改善活動に自主的・積極的に取り組むことで、環境を重視した
経営を継続して推進してまいります。

行 動 指 針
わが社は産業廃棄物の処理、収集運搬事業を通じて徹底した資源のリサイクル
に取り組み、｢もったいない｣を合言葉に社員一人一人が自覚を持って、環境へ
の負荷を低減するため、次のように行動指針を定め活動してまいります。
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◎当社の概要

    1.事業者名及び代表者名

        株式会社　柄谷商店
        代表取締役　柄谷　良基

　　2.所在地等

        本社・工場（積替え保管施設）　　　　　
　　　　　　　兵庫県尼崎市神崎町20-9

        東海岸町ヤード　 兵庫県尼崎市東海岸町1-113

　　3.環境管理責任者氏名及び連絡先

　　　　環境管理責任者        柄谷　良基　
　　　　連絡担当者　　　　      橋本　美基

　　4.事業の規模

　　　（１）資本金　　　　　 1,000万円

　　　（2）会社設立　　　　

　　　（３）売上高　　　　　 2022度（21/9月～22/8月期） 1,095 （百万円）
　　　　　　　　　　　　　　

11　名（役員含む）

　　　（５）工場延べ床面積 本社工場　　　　　300㎡
東海岸町ヤード　1010㎡

　　　（６）収集運搬車輌 5台 ・3ｔトラック　・13ｔトラック　・8ｔトラック（ヒアブローダー付）
・8ｔトラック　・8ｔユニック付アームロール車

◎認証・登録の対象組織・活動対象範囲
登録組織名： 株式会社柄谷商店
対象事業所： 本社・工場、東海岸町ヤード

活動： 産業廃棄物収集運搬業、
産業廃棄物中間処理業、
リサイクル業及び第一種フロン回収業

　　

◎組織図(EA21)

  

平成9年10月1日

　　　（４）社員数  　　　　　　　

社 長

環境管理責任者

EA21事務局

本社工場・事務所 東海岸町ヤード

工 場

１ 名

事務所

2 名

事務所

1 名

ヤード

6 名
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・経営における課題とチャンスの明確化

・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
　試行・訓練を実施、記録の作成

・環境目標・環境活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境活動レポートの承認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境活動レポートの確認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境目標・環境活動計画書を確認

・環境目標、環境活動計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

部門長

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
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6 事業内容

①　許可の内容

事業の範囲

事業の範囲

事業の範囲

②　施設の状況

◎積替え保管施設 兵庫県尼崎市神崎町20-9

面積29.22㎡

◎処理施設の種類　　　　破砕（二軸破砕機）

産業廃棄物の中間処理業

金属くず

ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

尼崎市

　廃プラスチック、金属くず、ガラス及び陶磁器くず、紙くず､木くず､繊維くず､ゴムくず､がれき類

　金属くず、廃プラスチック、ｶﾞﾗｽ及び陶磁器くず、廃油、紙くず、木くず、がれき類

自治体名

尼崎市

産業廃棄物の収集運搬業

自治体名

5.4㎥

5.4㎥

種類

廃油

廃プラスチック類

紙くず

木くず

保管上限

0.424㎥

5.4㎥

5.4㎥

5.4㎥

ゴムくず 5.4㎥

容器保管

容器保管

5.4㎥

兵庫県

大阪府

和歌山県

京都府

奈良県

滋賀県

第2801-054273号

第2700-054273号

第3000-054273号

第2600-054273号

第2900-054273号

積上高さ

ドラム缶

容器保管

容器保管

容器保管

容器保管

　金属くず、廃プラスチック、ｶﾞﾗｽ及び陶磁器くず、がれき類

自治体名

福井県

許可番号

第1807-054273号

有効年月日

令和8年5月19日

容器保管

容器保管

がれき類

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（石綿含有産業廃棄物） 2.16㎥

第2501-054273号

有効年月日

令和9年7月2日

有効年月日

令和9年7月2日

令和5年8月10日

令和7年7月25日

令和5年7月24日

令和5年11月4日

令和5年8月27日

令和6年2月26日

許可番号

第7122-054273号

許可番号

第7110-054273号
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◎処理する産廃の種類及び処理能力

◎処理工程図

・廃プラ

・金属くず

　

1.216t/日

1.672t/日

0.488t/日

0.424t/日

2.104t/日

木くず

繊維くず

ゴムくず

がれき類

破砕

最終処分

(管理型埋立)

再生利用

再生利用破砕

破砕

最終処分

(管理型埋立)

廃プラ　　　　　　　　　　　　

金属屑　　　　　　　　　　　

ｶﾞﾗｽ及び陶磁器屑　　　

紙くず

本社工場

3.83t/日

12.39t/日

13.16t/日

東海岸町ﾔｰﾄﾞ

1.416t/日

2.288t/日

2.024t/日

・ｶﾞﾗｽ及び
　　陶磁器くず

再生利用
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③　処理・運搬実績（　2021年9月 ～ 2022年8月　）

6.0

832.3

86.9

25.9

0.0

0.0

0.0

951.1

自社運搬 他社持込

　 6.0 17.3 23.3

634.9 0.0 634.9

（破砕） 52.9 0.0 52.9

23.3

437.5

52.9

513.6

711.1

自社運搬 他社持込

0

自社運搬 他社持込

197.4

0.0

0.0

197.5

9,445.7

運搬量（t）廃棄物等種類
有価

　　中間処理後処分量合計

ガラス及び陶磁器

がれき類

繊維くず

　　（管理型最終処分（委託））

収集運搬量

　　（ⅰ）収集運搬

処理方法等

うち
再資源化等

　　（ⅱ）中間処理

最終処分量合計

(ⅳ)
中間処理後
産業廃棄物

　　（管理型最終処分（委託））

再資源化等量　小計

廃プラスチック類

ガラス及び陶磁器

ガラス及び陶磁器

中間処理合計

廃棄物等種類

金属くず

廃プラスチック類

再資源化等量小計

廃プラスチック類

ガラス及び陶磁器

金属くず

最終処分

再資源化等

金属くず

木くず

収集運搬量内訳

金属くず

廃プラスチック類

ゴムくず

処理方法等 廃棄物等種類
運搬別処分量

処理量（ｔ）

　　（ⅲ）最終処分

処理方法等 廃棄物等種類
運搬別処分量

処理量（ｔ）

収集運搬量合計

運搬別処分量
処理量（ｔ）

ガラス及び陶磁器

金属くず

廃プラスチック類
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□２０１８年から２０２２年の全社の環境活動実績

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

（17/9～ （18/9～ （19/9～ （20/9～ （21/9～

18/8） 19/8） 20/8） 21/8） 22/8）

更新 中間 更新 中間 更新

94,855 86,675 72,228 73,424 69,690

31,529 32,322 26,850 31,677 31,421

61,943 63,500 52,750 64,253 63,734

係数※ 処理量当たり（kg-CO2/100ton） 246 286 307 325 310

処理量当たり（kWh/100ton） 483 562 602 660 655

総量（kg-CO2） 52,915 45,611 37,972 34,456 32,704

総量（ℓ） 20,163 17,399 14,718 13,355 12,676

468 404 434 339 322

179 154 168 132 125

総量（kg-CO2） 8,846 7,631 5,508 5,763 5,559

総量（ℓ） 3,810 3,287 2,374 2,484 2,396

（本社のみ） 燃費（km/ℓ） 11.6 10.1 14.4 13.9 14.6

受入数量 [ton]に対する 80% 74% 74% 76% 70%

再資源化の割合

256 208 191 187 184

2 1.8 2.2 1.8 1.8

－ 73.9 69.4 30.5 47.7

100% 100% 100% 100% 100%

100 100 100 100 100

実施 実施 実施 実施 実施

※購入電力排出係数は2017年度0.378、2018～2020年度0.509、2021年度0.493を使用しています。

　（関西電力排出係数単位：㎏-CO2/kWh）

※スクラップ引取時に発生する業務用冷凍冷蔵庫・エアコンのフロン回収は、発生量が変動するので

　目標設定はしていませんが、適正に回収し破壊業者に引き渡しています。

受入金属ｽｸﾗｯﾌﾟ
のリサイクル率

回収フロン量

上水道使用量

のﾘｻｲｸﾙ率向上

　　　　　の削減 総量（kWh）

自動車燃料の

　　削減(軽油)

処理量当たり（kg-CO2/100ton）

　　　　年　度
　　　項　目

二酸化炭素排出量(ガソリン、都市ガス、LPG含む)　kg-CO2

電力使用量 総量（kg-CO2）

処理量当たり（㎥/100ton）

総量（㎏）

リサイクル率100％を維持する

処理量当たり（ℓ/100ton）

総量（㎥）

受託産業廃棄物

　　削減(ｶﾞｿﾘﾝ)

自動車燃料の

事業所及びその 4Sの実行（整理･整頓･清潔･清掃×各25点）

周辺の環境美化 毎月第1月曜日巡回チェック

0

10,000

20,000

30,000

40,000

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

電力使用量 kg-CO2

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

軽油使用量 kg-CO2

0

50

100

150

200

250

300

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

水道使用量 ㎥

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

ガソリン使用量 kg-CO2
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【全　　　社】

2017年度 2023年度 2024年度
実績

（基準） （目標） （実績） （目標） （目標）

97,887 97,887 69,690 97,887 97,887

29,509 29,509 31,421 29,509 29,509

59,856 59,856 63,734 59,856 59,856

係数 処理量当たり（kg-CO2/100ton） 205 205 310 205 205

処理量当たり（kWh/100ton） 416 416 628 416 416

総量（kg-CO2） 61,848 61,848 32,704 61,848 61,848

総量（ℓ） 23,567 23,567 12,676 23,567 23,567

燃費（km/ℓ） 3.4 3.4 3.3 3.4 3.4

総量（kg-CO2） 6,533 6,533 5,559 6,533 6,533

総量（ℓ） 2,814 2,814 2,396 2,814 2,814

燃費（km/ℓ） 13.7 13.7 14.6 13.7 13.7

受入数量 [ton]に対する

のﾘｻｲｸﾙ率向上 再資源化の割合

81% 81% 70% 81% 81%

100% 100% 100% 100% 100%

229 229 184 229 229

1.6 1.6 1.8 1.6 1.6

100 100 100 100 100

実施 実施 実施 実施 実施

処理量（ｔ）（受入量＝有価金属量+産廃量） 14,400 10,157

注）化学物質の削減については化学物質を使用しないため目標設定していません。

事業所及びその周
辺の環境美化

上水道使用量

受入金属ｽｸﾗｯﾌﾟ
のリサイクル率

自動車燃料の

　　削減　(軽油)

自動車燃料の

　　削減　(ｶﾞｿﾘﾝ)

受託産業廃棄物

二酸化炭素排出量(ガソリン、都市ガス、LPG含む)　kg-CO2

電力使用量 総量（kg-CO2）

　　　　　の削減 総量（kWh）

0.493（kg-CO2/kWh)

処理量当たり（㎥/100ton）

4Sの実行（整理･整頓･清潔･清掃×各25点）

毎月第1月曜日巡回チェック

□環境目標(2022年度～2024年度）と実績（2022年度）

　　　　年　度 2022年度
　　　項　目

（１－（最終処分量/受入量））（％）

リサイクル率100％を維持する

（リサイクル量/受入量））（％）

総量（㎥/年）

0

20000

40000

60000

80000

電気 軽油 ガソリン

kg-CO2排出量

目標 実績

150

170

190

210

230

250

目標 実績

水使用量 ㎥

0%

20%

40%

60%

80%

100%

目標 実績

廃棄物ﾘｻｲｸﾙ率
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□環境活動の取組み計画と評価

二酸化炭素排出量の削減 全社目標 実績 達成率
97,890 kg-CO2 69,690 kg-CO2 140%

◎

29,509 kg-CO2 31,421 kg-CO2 94%
205 kg-CO2 310 kg-CO2 △

/100ｔ /100ｔ

機械設備の効率的な使用を意識し、
無駄な電気使用は今以上に控える努力が必要

　
■原因・分析：全体的に処理量に対して非効率な使用となった

全社目標 実績 達成率
23,567  ℓ 12,676  ℓ 186%

3.4  km/ℓ 3.3  km/ℓ ◎

■原因・分析：新型コロナウィルス感染症の影響による業務量減少が考えられる

目標 実績 達成率
2,814 ℓ 2,396 ℓ 117%
13.7 km/ℓ 14.6 km/ℓ ◎

　及びルートの効率化に取り組む

■原因・分析：新型コロナウィルス感染症の影響による業務量減少が考えられる

全社目標 実績 達成率
81 ％ 70 ％ 86%

×

■原因・分析：昨年度とほぼ同様の結果である

全社目標 実績 達成率
229 ㎥ 184 ㎥ 124%
1.6 ㎥/100t 1.8 ㎥/100t ◎

■原因・分析：新型コロナウィルス感染症の影響による業務量減少が考えられる

目標 実績 達成率
100 ％ 100 ％ 100%

◎

■原因・分析：従業員全員の環境美化に対する心がけが浸透している

目標 実績 達成率 目標を達成。
100 ％ 100 ％ 100% 今後も維持していく。

◎

■原因・分析：連携がとれる固定取引先をメインに受入をしている

※達成率100％以上：◎、100％未満90％以上：△、90％未満：×　とする

取り組み計画 達成状況 評　価 （結果と今後の方向）

① 電力の削減

結果

・待機電力のカット 全社の電力使用実績値は目標未達成

処理量当たりの目標達成を目指す

② 軽油使用量の削減 結果

・機械設備の効率的な使用

・エアコン他、固定負荷の削減
今後

今後
引き続き低燃費車の導入に取り組む
カーナビ最新バージョン導入の検討

・ルート効率化 全社的には908ℓ／月の減少となり達成した
・エコドライブの厳守 燃費は目標値未達成
・低燃費車の導入（入替え時）

・渋滞回避による燃費の向上 ガソリン使用量は昨対96％（昨年度実績2,484ℓ）
・公共交通機関への移行 燃費、原単位ともに目標達成
・低燃費車の導入（入替え時）

　及びルートの効率化に取り組む

③ ガソリン使用量の削減 結果

④受託産廃物のﾘｻｲｸﾙ率向上 結果
　産廃受入量（処理量）に占める 未達成
　　　　　　　　　再資源化の割合 分別を徹底し、今後も継続して取り組む。

今後
（本社のみ取組み） エコカー導入（車両入替え時）

⑤ 総排水量 結果
　・上水道使用量の低減 使用量目標は達成。使用量昨対99％。

　・分別の徹底
今後
新たなリサイクル先を開拓する。

処理量当たりの目標達成を目指す

⑥ 工場及び周辺の環境美化 結果
　・毎日の清掃 目標を達成。

・洗車時のﾎｰｽｽﾄｯﾊﾟｰの活用 （昨年度実績値186.7㎥）
・節水型トイレの導入（入替え時） 今後

取組への意識を継続して保つ

⑦ 受入金属ｽｸﾗｯﾌﾟのリサイクル率

　・選別、分別の徹底

　・毎月第一月曜日巡回チェック
　・4Ｓの実行 今後

　　　（整理､整頓､清潔､清掃×25P） 継続して改善をしていく。
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□環境関連法規制への違反、訴訟等の有無

　　法的義務を受ける主な環境関連法規制等は次の通りです。

評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

環境関連法規制の順守状況の評価の結果、環境法規制等の違反、訴訟はありませんでした。
また、関係当局よりの違反等の指摘は、過去3年間ありません。

□代表者による全体評価と見直し・指示の結果

代表取締役　　柄谷　良基　

適用される法規制等 遵守すべき要求事項

廃棄物処理法
収集運搬基準、中間処理・再生基準、運搬・処分基準、許可(収集運搬・処分業)

優良産廃処理業者認定制度、産廃処理業者の委託者への通知制度

振動規制法 振動基準遵守

フロン排出抑制法
フロン回収業：引取・引渡し義務」「引取証明書交付」「回収基準遵守」
業務用空調機：点検・記録保存

浄化槽法 設置届出書､法定検査､保守点検清掃

道路運送車両法、道路法、道路交通法 保安基準、車両制限、乗車人員、積載規定

自動車NOx・PM法 車種規制

騒音規制法 騒音基準遵守

大気汚染防止法 建設工事に係るｱｽﾍﾞｽﾄ対策関係（本社解体、改造、補修時）

2022年度（2021.9月～2022.8月）において受入金属スクラップはリサイクル率100％を維持できました。しかし受入金属スク
ラップ以外のリサイクル率は68.9％と昨年度よりも減少しております。（2021年度74.9％）。これは廃プラスチック類の最終
処分量割合が増加したことによるものです。2022年4月にプラスチック資源循環促進法が施行されたことからもわかるよう
に、従来のプラスチック製容器包装だけでなく、プラスチック使用製品に関してもリサイクルを可能とする仕組みが設けられ
ました。弊社におきましては、以前より可能な限りリサイクルの運用を実施してまいりましたが、今後におきましても引き続
き環境負荷の低減に貢献できるよう、会社として、また従業員個人としても邁進してゆく所存です。

項目 見直しの必要性 見直し内容

高圧ガス保安法 製造、貯蔵、移動基準遵守

下水道法 排出基準遵守

オフロード法 排出ガス基準適合、車両使用、点検整備

その他の要素 無 —

2022年10月31日

環境経営計画 無 —

実施体制 無 —

環境経営方針 無 —

環境経営目標 無 —
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